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新
春
を
迎
え
、
区
民
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
新
成
人
の
皆
様
に
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
、
新
潟
県

中
越
沖
地
震
と
相
次
い
だ
自
然
の
脅
威

を
目
の
当
た
り
に
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
い
た
し

ま
し
た
。
一
方
、
新
タ
ワ
ー
を
起
爆
剤

と
し
た
国
際
観
光
都
市
す
み
だ
の
実
現

に
向
け
、「
墨
田
区
観
光
振
興
プ
ラ
ン
」

の
改
訂
や
「
墨
田
区
観
光
ま
ち
づ
く
り

総
合
交
通
戦
略
」、「
墨
田
区
景
観
基
本

計
画
」
な
ど
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

検
討
を
進
め
ま
し
た
。

さ
て
、
迎
え
た
平
成
20
年
は
、
将
来

に
わ
た
る
基
本
計
画
の
実
現
に
必
要
な

強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
計

画
的
な
財
政
運
営
と
不
断
の
行
財
政
改

革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
や
皆
様
の
切
実
な
要

望
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
元
気
さ
や
明

る
さ
を
呼
び
込
む
夢
の
あ
る
施
策
の
実

現
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
区
議
会
は
、
活
発
で
開

か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
、
本
区
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
、
ま
た
将
来
に
夢
と
希

望
が
持
て
る
墨
田
区
と
な
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
健
康
で
幸

せ
が
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

墨
田
区
議
会
議
長

中
村
光
雄

墨田区議会は本紙上をもって新年のごあいさつとさせていただきます。
あわせて新成人の皆さまにお祝い申し上げます。

議
席
番
号
順

福
田
　
は
る
み
（
自
由
民
主
党
）

あ
そ
う
あ
き
こ
（
民
　
主
　
21
）

山
　
本
　
　
亨
（
自
由
民
主
党
）

樋

口

敏

郎
（
自
由
民
主
党
）

副
議
長

桜
井
ひ
ろ
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

と

も

宣

子
（
公
　
明
　
党
）

高
橋
ま
さ
と
し
（
公
　
明
　
党
）

じ
ん
の
　
博
義
（
公
　
明
　
党
）

青
木
　
い
さ
む
（
民
　
主
　
党
）

木
村
た
け
つ
か
（
民
　
主
　
党
）

あ
べ
　
き
み
こ
（
民
　
主
　
党
）

は
ら
　
つ
と
む
（
日
本
共
産
党
）

林
　
　
恒
　
雄
（
自
由
民
主
党
）

沖
　
山
　
　
仁
（
自
由
民
主
党
）

田
中
く
に
と
も
（
自
由
民
主
党
）

出

羽

邦

夫
（
自
由
民
主
党
）

お
お
こ
し
勝
広
（
公
　
明
　
党
）

か
の
う
　
　
進
（
公
　
明
　
党
）

ち
の
　
美
智
子
（
公
　
明
　
党
）

田
中
　
さ
と
し
（
民
　
主
　
党
）

江

木

義

昭
（
無
　
所
　
属
）

高

柳

東

彦
（
日
本
共
産
党
）

木
　
内
　
　
清
（
自
由
民
主
党
）

坂
下
　
お
さ
む
（
自
由
民
主
党
）

中
　
沢
　
　
進
（
自
由
民
主
党
）

議
　
長

中

村

光

雄
（
自
由
民
主
党
）

西

原

文

隆
（
自
由
民
主
党
）

た
き
ざ
わ
良
仁
（
自
由
民
主
党
）

広
田
　
み
ち
お
（
公
　
明
　
党
）

か
た
く
ら
　
洋
（
日
本
共
産
党
）

鈴

木

順

子
（
日
本
共
産
党
）

西
　
恭
三
郎
（
日
本
共
産
党
）

（年賀状など時候のあいさつ状は、公職選挙法により禁止されています。）
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企
画
総
務
委
員
会
の
も
よ
う

企
画
総
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委
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会
の
も
よ
う 

企
画
総
務
委
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の
も
よ
う 

人が輝く いきいき すみだ（2）すみだ区議会だより　2008年（平成20年）1月14日

平
成
19
年
　
第
4
回
　
定

例

会

墨
田
区
議
会
は
、
平
成
19
年
第
4
回
定
例
会
を
11
月
21
日
か
ら
12
月

7
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
き
ま
し
た
。

21
日
の
初
日
は
、
自
由
民
主
党
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
の
3
人
が

会
派
を
代
表
し
て
、
区
長
、
教
育
長
に
対
し
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

26
日
の
本
会
議
で
は
、
民
主
新
し
い
風
の
1
人
が
会
派
を
代
表
し
て

区
長
、
教
育
長
に
対
し
て
代
表
質
問
を
行
い
、
1
人
の
議
員
が
区
長
、

教
育
長
に
対
し
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
終
了
後
、
全

議
員
の
共
同
提
案
に
よ
る
議
員
提
出
議
案
「
法
人
住
民
税
の
税
収
の
配

分
方
法
の
見
直
し
に
反
対
す
る
決
議
」
が
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
度
墨
田
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
3

件
の
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
、
区
長
提
出
議
案
8
件
及

び
請
願
1
件
・
陳
情
4
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
11
月
29
日
で
任
期
満
了
と
な
る
墨
田
区

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
7
日
の
本
会
議
最
終
日
は
、
区
長
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
墨
田

区
監
査
委
員
選
任
の
同
意
議
案
を
含
め
た
議
案
9
件
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、「
原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改
善
に
関
す
る
意
見
書
」

を
含
む
議
員
提
出
議
案
3
件
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

区
政
を
問
う 

！ 

代表 
質問 

沖
　
山
　
　
　
仁

自
由
民
主
党

第
28
次
地
方
制
度
調
査
会
は
昨

年
2
月
、
現
行
の
47
都
道
府
県

を
廃
止
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に
再

編
す
る
な
ど
道
州
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
答
申
を
出
し
た
。
区
長
は
国
が
取
り

入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
道
州
制
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

18
年
度
に
都
区
の
財
調
協
議
で
今
後

の
都
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
都
区
の
財
源
配

分
問
題
は
一
定
の
決
着
を
み
た
が
、
都

か
ら
区
へ
の
事
務
移
管
、
23
区
の
再
編

な
ど
に
つ
い
て
は
既
に
都
区
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
る
な

問

ど
、
実
質
的
な
論
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た

と
聞
い
て
い
る
。
23
区
の
区
域
再
編
議

論
に
向
か
っ
て
、
都
区
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
幹
事
会
の
座
長
と
し
て
の
取
扱

い
、
ま
た
、
自
治
体
の
長
と
し
て
墨
田

区
に
お
け
る
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

率
直
な
意
見
を
伺
う
。

本
区
の
財
政
状
況
は
、
か
つ
て
の
危

機
的
状
況
を
脱
し
、
明
る
い
展
望
が
開

け
つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
が
、

今
後
は
新
タ
ワ
ー
に
関
連
す
る
周
辺
施

設
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
基
本
計
画

事
業
に
掲
げ
た
主
要
な
施
設
整
備
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
区
民
需
要
に
的
確
に
応
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
20
年
度
予
算

は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
編
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

新
し
い
道
州
を
設
置
す
る
こ
と

は
将
来
の
我
が
国
の
行
政
構
造

の
あ
り
方
を
方
向
付
け
る
と
と
も
に
、

国
民
生
活
に
も
非
常
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
民

的
な
議
論
を
行
い
、
導
入
の
是
非
を
判

断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

都
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
各
区
長

の
基
本
的
な
考
え
は
、
特
別
区
は
あ
く

ま
で
も
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
の
事
務

配
分
と
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
税
財
政
制

度
を
確
立
す
る
こ
と
が
都
区
の
あ
り
方

検
討
の
ね
ら
い
で
あ
り
、
区
域
の
再
編

は
そ
の
上
で
必
要
が
あ
れ
ば
都
の
考
え

を
聞
く
こ
と
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
と

い
う
考
え
が
支
配
的
な
の
で
、
そ
の
方

向
で
協
議
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。
今
後

の
取
組
み
は
、
道
州
制
や
都
区
の
あ
り

方
の
協
議
の
推
移
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、

区
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
制
度
改
革
に
な
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

20
年
度
の
予
算
編
成
は
、「
新
基
本

計
画
等
の
推
進
を
図
る
た
め
、
協
働
を

進
め
な
が
ら
す
み
だ
ら
し
さ
に
満
ち
た

施
策
や
計
画
事
業
の
着
実
な
実
現
を
図

る
」
こ
と
な
ど
を
基
本
方
針
と
し
て
お

り
、
そ
の
上
で
具
体
的
な
施
策
に
つ
い

て
は
区
政
が
直
面
し
て
い
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
。

東
京
都
が
発
表
し
た
地
域
危
険

度
測
定
調
査
結
果
に
お
い
て
、

本
区
の
北
部
地
域
は
木
造
家
屋
の
倒
壊

危
険
度
が
大
変
高
く
な
っ
て
お
り
、
耐

震
診
断
・
耐
震
補
強
な
ど
危
険
度
解
消

に
向
け
た
強
い
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

本
区
は
狭
あ
い
道
路
が
多
く
、
現
状
を

踏
ま
え
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
及
び
道

路
実
態
に
よ
り
、
可
搬
ポ
ン
プ
車
な
ど

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
災

害
時
の
避
難
行
動
を
単
独
で
行
う
こ
と

が
困
難
な
「
災
害
時
要
援
護
者
」
へ
の

避
難
支
援
体
制
の
現
状
と
今
後
の
促
進

策
に
つ
い
て
伺
う
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
助
成
制

度
を
18
年
1
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
は
無
料
耐
震
相
談
や
家

具
の
転
倒
防
止
器
具
設
置
助
成
な
ど
の

制
度
の
周
知
・
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て

い
る
が
、
更
に
区
民
が
使
い
や
す
い
耐

震
改
修
制
度
に
し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
消
防
団
な
ど
に
対
し
て
、
資

機
材
や
補
助
金
の
支
給
な
ど
に
よ
り
活

動
を
支
援
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
消

防
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
消
火

力
の
向
上
を
図
る
。
今
後
も
「
災
害
時

要
援
護
者
サ
ポ
ー
ト
隊
」
の
結
成
促

進
・
活
動
支
援
に
努
め
て
い
く
。

答'
墨
田
区
に
大
学
を
誘
致
す
べ

き

墨
田
区
に
大
学
が
進
出
す
る
と
、

区
全
体
に
対
す
る
期
待
感
が
膨

ら
み
、
大
学
の
機
能
が
地
域
社
会
に
還

元
さ
れ
、
周
辺
の
環
境
整
備
、
ま
た
、

学
生
、
教
員
な
ど
の
消
費
活
動
に
よ
る

経
済
の
波
及
効
果
な
ど
も
期
待
さ
れ
る
。

特
に
若
い
定
住
人
口
が
増
加
し
、
町
に

勢
い
が
つ
き
、
商
業
の
活
性
化
へ
と
連

動
す
る
。
教
育
面
に
お
い
て
も
子
ど
も

達
の
教
科
離
れ
対
策
や
大
学
教
員
な
ど

の
区
立
小
中
学
校
に
対
す
る
教
育
連
携

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

大
学
の
誘
致
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
強
い
取

組
み
姿
勢
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

大
学
の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
学
生
や
教

員
の
流
入
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
、
消
費

活
動
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
、
区
内
教

育
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
様
々
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
区
と
し
て
も
、
そ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
誘
致
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
大
学
を
誘
致
し
た
い
と
の
考
え

に
変
わ
り
は
な
く
、
今
ま
で
も
私
立
大

学
の
設
置
に
つ
い
て
の
窓
口
と
な
っ
て

い
る
私
学
協
会
へ
こ
ち
ら
の
条
件
等
を

伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
公
募
も

ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

京
成
曳
舟
駅
高
架
事
業
に
伴
う

既
存
不
適
格
建
築
物
の
適
切
な

救
済
措
置
を
要
望
す
る
。

居
住
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
事

業
計
画
が
円
滑
に
ま
と
ま
る
よ

う
引
き
続
き
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

答問答

平
成
19
年
度
墨
田
区
一
般

会
計
補
正
予
算：

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
億
５
６

８
４
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
９
１
９
億
５
６
９

６
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。
主
な

内
容
は
、
東
武
伊
勢
崎
線
押
上
2
号
踏

議
案 

【
12
月
4
日
】

切
鉄
道
高
架
化
事
業
検
討
経
費
、
第
二

寺
島
小
学
校
校
舎
等
耐
震
改
修
事
業
に

伴
う
仮
校
舎
借
上
げ
及
び
移
転
経
費
並

び
に
仮
校
舎
移
転
に
伴
う
給
食
備
品
購

入
経
費
な
ど
。
併
せ
て
校
舎
等
耐
震
改

修
事
業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
及
び

債
務
負
担
行
為
補
正
追
加
を
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i

19
年
10
月
22
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で

延
べ
8
日
間
に
わ
た
り
、
平
成
18
年
度

墨
田
区
一
般
会
計
、
同
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
同
老
人
保
健
医
療
特
別
会

計
、
同
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各
歳
入

歳
出
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
各
歳
入
歳
出
決
算
に

お
い
て
、
①
予
算
ど
お
り
に
執
行
さ
れ

た
か
、
②
計
画
的
に
実
施
さ
れ
た
か
、

③
事
業
効
果
は
ど
う
か
等
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
報
告
ど
お
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
11
月
26

日
の
本
会
議
に
お
い
て
同
決
算
の
認
定

を
決
定
し
ま
し
た
。一般会計

歳入　　　　　　92,009,205,771円
歳出　　　　　　87,903,023,457円

国民健康保険特別会計
歳入　　　　　　26,778,490,907円
歳出　　　　　　25,977,096,696円

老人保健医療特別会計
歳入　　　　　　17,871,704,114円
歳出　　　　　　17,601,509,378円

介護保険特別会計　
歳入　　　　　　11,929,777,990円
歳出　　　　　　11,110,951,196円

平成18年度墨田区
各会計歳入歳出決算額

地
方
分
権
及
び
都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

で
の
区
長
の
見
解
に
つ
い
て
問
う

答

'
震
災
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
う

問

問

決算特別委員会のもよう（庁舎17階第２委員会室）

決
算
特
別
委
員
会
の
も
よ
う

決
算
特
別
委
員
会
の
も
よ
う 

　
　
　
　

　
　
　
　     

―
平
成
　
年
度
決
算
を
認
定
―

―
平
成
　
年
度
決
算
を
認
定
― 
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決
算
特
別
委
員
会
の
も
よ
う 

　
　
　
　     

―
平
成
　
年
度
決
算
を
認
定
― 
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